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怠ピッチで工事が進む鼻円小学校防音改築工事

去
り
行
く
昭
和
三
十
九
年
を
顧
み
て

遠
賀
町
長
　
　
小
　
川
　
登
一
　
郎

怒
絵
の
飛
蘭
の
威
勢
よ
さ
素
夢
見
て

明
け
た
「
辰
の
隼
」
も
い
よ
い
よ
濾
末

に
近
づ
き
、
余
日
い
く
ぼ
く
と
な
り
ま

した。顧
み
て
絢
に
感
無
量
∵
為
す
べ
き
こ

と
を
充
分
果
し
得
ず
し
て
隼
を
終
る
こ

と
り
一
抹
の
淋
し
さ
を
慮
ず
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

然
し
な
が
ら
去
る
四
月
一
日
に
は
、

町
豊
線
の
御
頸
筋
と
絢
駒
力
に
よ
っ

て
町
制
を
施
行
し
、
名
実
異
に
躍
進
を

期
し
て
い
る
の
一
」
あ
り
ま
す
。

な
お
薬
園
に
於
き
妥
し
て
は
、
昨

年
度
か
ら
の
継
続
証
塞
e
あ
る
鬼
門
小

学
校
の
防
寄
越
染
工
纂
一
期
工
事

を
去
る
三
月
に
終
り
、
窮
二
期
工
事
は

八
月
に
着
工
、
来
隼
二
月
に
は
完
工
、

兇
専
な
威
容
を
あ
ら
わ
し
、
本
町
の
一

つ
の
偉
観
寺
宝
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
し

ょう。又
紫
斑
揮
嘆
と
し
て
の
山
手
線
通
路

の
籠
工
華
も
鬼
浬
か
ら
尾
崎
に
の

び
、
更
に
関
空
車
線
に
縫
ぶ
工
尊
も

洋
々
と
進
捗
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

去
る
二
月
に
は
虫
佐
津
三
菱
坑
跡
に

新
商
工
柴
が
創
業
し
、
漸
次
生
産
素
地

太
い
だ
し
て
い
ま
す
。

又
虫
隼
雄
の
ポ
ク
山
処
接
は
、
昨
年

末
か
ら
産
炭
地
猿
施
政
楽
団
の
手
に
よ

っ
て
、
両
川
東
側
の
陥
落
地
域
（
浅

木
、
中
膿
）
に
約
四
、
五
万
坪
の
土
地

護
警
完
了
し
、
工
場
誘
致
に
傭
え
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

喪
に
町
内
の
藁
と
し
て
は
永
い
間

の
熊
襲
で
あ
り
ま
し
た
繋
竃
の
建
設

も
町
民
各
位
の
御
協
力
に
よ
り
誼
月
末

に
竣
工
し
、
こ
の
秋
を
期
し
て
椰
樹
瑳

造
り
を
終
り
見
重
な
も
の
が
完
成
い
た

し
ま
し
た
。

西
川
改
修
工
事
も
諾
々
と
進
ん
で
い

ま
す
し
、
又
虫
坐
酒
粕
の
か
け
鮮
え
工

事
も
既
に
語
手
し
て
い
ま
す
が
、
来
年

三
月
ま
で
に
は
竣
工
の
予
定
で
あ
り
ま

す。
ま
だ
ま
だ
為
す
べ
き
幾
多
の
問
題
が

小
紋
し
て
い
ま
す
が
、
静
か
に
過
去
二

ヶ
年
を
噸
み
る
時
、
牛
歩
な
か
ち
前
記

の
よ
う
撃
い
く
ら
か
の
特
発
を
推
進

し
得
た
こ
と
を
よ
ろ
こ
び
、
新
し
い
隼

へ
の
躍
進
を
期
し
た
い
覚
悟
で
ご
ざ
い

ます。ど
っ
か
町
民
の
態
無
革
御
越
年
、

こ
の
上
と
も
一
層
の
樹
脂
運
と
御
撤
姪

を
お
祈
り
し
て
戚
末
の
御
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

年
末
年
始
の
役
場

専
務
に
つ
い
て

ー
　
印
鑑
証
明
籍
は

1
2
月
2
8
日
迄
1
－
－

昭
和
三
弓
九
年
の
年
の
瀬
も
、
い
よ

い
よ
迫
り
、
町
民
の
抒
さ
ん
に
は
、
何

か
と
気
ぜ
わ
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

き
て
、
役
境
事
務
は
、
1
2
月
2
8
日
午

前
中
で
今
年
の
「
ご
用
納
め
」
を
い
た

し
昭
和
約
年
1
月
3
日
ま
で
は
、
窓
口

一
般
班
務
の
受
付
、
取
扱
い
は
、
い
た

し
ま
せ
ん
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特
に
印
饗
萌
、
戸
籍
謄
抄
本
、
転

出
証
明
等
は
、
2
8
日
以
降
は
交
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
必
糞
と
さ
れ
る
方
は
必

ず
、
2
8
日
午
前
中
ま
で
に
用
件
を
沸
し

て
下
さ
い
。
た
だ
し
、
酔
珪
属
、
死
亡

届
等
届
出
期
間
に
定
め
の
あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
当
柾
で
取
り
扱
い
ま
す
の

で
申
組
下
さ
い
。

建
設
の
槌
音
も
高
ら
か
に

島
門
小
防
音
工
事
進
む

出
門
小
学
段
の
防
音
改
築
工
政
は
、

昭
和
三
十
八
墓
の
街
二
期
工
蕗
に
引

続
き
、
去
る
八
月
、
総
工
費
約
七
千
万

円
の
予
算
で
第
二
期
工
事
に
着
工
、
福

岡
市
八
千
代
建
設
外
二
一
建
設
鑑
著
の

手
に
よ
っ
て
工
靖
は
順
調
に
進
み
、
現

在
で
は
、
す
で
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
工

密
が
は
ば
終
り
、
総
工
事
の
約
お
劣
が

完
成
し
、
醐
漸
四
十
年
一
一
月
中
旬
竣
功

を
目
ぎ
し
て
工
串
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
て
居
り
ま
す
。

落
、
入
札
情
報

－
、
野
中
老
朽
溜
油
復
旧
工

事
入
札

一
、
入
札
日
　
±
十
六
日

一
、
契
約
者
　
石
岡
組

一
、
工
部
会
　
四
、
六
九
〇
千
日

一
、
工
期
目
眩
三
九
二
一
二
七

窒
ク
四
〇
、
三
、
二
0

－
、
日
水
川
鉱
害
復
旧
工
事

入
札

一
、
入
札
日
　
十
一
月
二
十
七
日

一
、
契
約
老
　
小
紫
綬

一
、
工
事
金
一
、
九
〇
五
千
国

「
工
期
自
昭
三
九
二
一
二
八

薫
ク
四
〇
、
二
、
二
八
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照
和
3
9
年
度
遠
賀
町
農
民
祭
盛
況
樫
に
終
る

遠
賀
卸
団
体
礎
勝
成
る

－
】
i
北
見
も
み
ず
物
議
接
合
で
　
－

柄
和
三
十
九
年
度
途
質
町
蛙
堤
祭
は

去
る
上
二
月
六
日
（
H
）
遥
質
中
学
校

に
お
い
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

同
日
は
午
前
中
天
保
を
悪
く
、
主
催

者
側
と
し
て
は
一
時
は
心
配
し
ま
し
た

が
、
牛
後
か
玉
は
天
気
も
回
祝
し
予
定

通
り
行
事
そ
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
叉
帥
民
各
位
に
は
、
醸
美
星
に

も
か
か
わ
ち
ず
車
幅
か
ち
多
数
参
加
、

脇
力
頂
き
無
撃
妃
良
策
の
暮
有
閑
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
窟
く
お
礼

申
上
げ
ま
す
。

特
に
本
年
は
、
北
九
州
も
み
す
り
組

合
連
合
会
主
催
（
八
幡
農
林
事
務
所
、

西
日
本
新
船
社
後
援
）
に
よ
る
、
第
一

回
北
九
州
地
区
も
み
す
り
薮
披
会
が
同

時
に
開
催
さ
れ
、
北
九
州
市
各
区
、
中

間
市
∴
迷
鍵
郡
内
各
町
か
ら
多
数
の
参

加
が
あ
り
∴
辿
費
町
鰻
民
祭
に
錬
士
輩

右
添
え
近
年
櫛
に
見
る
盛
況
の
車
に
終

日
農
民
祭
に
ふ
さ
わ
し
く
に
ぎ
わ
い
、

今
後
の
道
雄
野
辺
葉
発
展
に
寄
与
す
る

と
こ
ろ
が
天
で
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
客
雑
の
成
緋
は
次
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
。

ユ
農
腫
物
品
評
会

一
等
賞
∴
重
広
ツ
ヤ
子
、
二
村
光
幸

汚
水
叢
、
畑
集
成
闘
、
松

井
広
築
、
柴
田
謙
般

二
等
賞
、
三
等
質
（
省
略
）

2
　
わ
ら
工
品
評
会

一
等
質
－
村
田
好
彦

二
等
は
　
門
司
質
実
、
高
畠
槍
雄

三
等
川
　
東
原
四
郎
、
井
口
末
広
、

森
一
正

3
　
そ
撃
M
r
音
詩
企

一
等
は
　
高
輪
樽
、
松
井
諦

二
等
賞
∴
秦
患
文
、
広
間
一
生
、
林

野
意

三
等
賞
∴
案
武
人
、
林
木
大
部
、
松

井
克
之
、
中
西
孝
二
∴
広

韻
一
生

誇
庫
共
進
会

籍
義

一
等
質

二
等
良

二
零
は

原
胆
力

芳
質
清
一
、
杉
　
淳

喜
田
舜
「
、
石
松
万
則
、

柴
田
誠
太
郎
、
出
田
信
嘉

相
聞
一
夫
、
車
囲
繁

案
纏
雄
、
村
田
良
助
、
小

野
踏
石
王
国
、
布
吉
昭
窺

古
鴎
良
、
村
田
痕
葵
、
松

井
清
、
白
木
進

5
水
稲
競
作
会

特
等
質
　
添
出
に
漑

一
驚
員
　
副
閏
新
蔵
、
矢
野
英
和

一
一
等
質
∴
加
藤
弘
一
、
奮
実

業
団
玲
央

三
等
算
　
出
聞
信
嘉
、
安
膝
雛

近
松
稔
、
重
広
紘
一

6
　
円
物
競
争

e
尾
的
　
①
別
府
　
⑪
松
ノ
木

※
も
み
す
り
競
技
会

健
　
勝
　
遠
賀
町
も
み
す
り
組
合

準
優
勝
　
中
間
市
も
み
す
り
組
合

渋
も
み
す
り
の
部
（
個
人
）

籍
義
　
山
麗
義
之
（
八
幡
厚
祥
月
）

一
撃
五
　
和
嬰
＝
天
（
速
ま
石
川
稚

（岡凪）

一
等
良
　
太
攫
新
三
（
若
松
）
山
中
正
弘

（
車
間
）
増
川
合
冥
途
費
）

三
笠
買
　
久
綱
弘
（
判
詞
）
谷
口
畔
雄

（
小
倉
）
堺
細
長
（
八
幡
）

勝
田
太
古
（
若
松
）
江
内
剛

敏
夫
（
水
落
）

黒
色
藻
の
部
（
個
人
）

縛
等
員
　
有
朋
瑳
（
岡
封
印
）

一
等
白
　
人
木
田
汚
敏
（
日
高
）
、
柴

田
三
郎
（
造
出
）

二
等
は
－
中
村
芳
久
（
回
申
）
、
一
冊

武
利
（
述
挿
）
、
利
用
秀
丸

（運賃）

三
等
賞
∴
銘
木
明
男
（
小
宮
）
、
郎
間

淳
一
（
小
倉
）
、
中
和
七
時

（
八
幡
）
、
坂
口
痕
雄
（
八

晒
）
、
瀬
野
進
（
中
間
）

第
一
回
遠
賀
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

－
　
I
舛
添
議
書
吾
が
優
勝
　
－

遼
蹟
加
俸
菌
的
余
主
催
に
よ
る
、
第

一
回
避
神
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
違
算

都
子
通
告
か
ね
て
、
去
全
ハ
旧
焼
成
祭

と
晴
着
同
じ
＼
鞠
催
さ
れ
、
参
加
遭
手

四
十
名
が
午
前
十
時
三
上
分
、
遠
質
中

学
校
体
背
筋
前
冬
二
斉
に
ス
タ
ー
ト
し

て
、
鬼
沖
－
尾
樅
の
一
周
七
・
五
㌔
の

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
。

一
般
の
部
　
①
舛
添
謹
告
（
穿
枚
）
2
4

分
畑
秒
∴
③
石
岬
弘
己
（
別
糖
）

2
6
分
3
5
秒
　
③
串
原
李
（
末
寺
）

鎚
分
1
5
秒

昔
年
の
部
　
①
松
本
往
事
（
末
寺
）
2
6

分
1
8
秒
①
輩
勝
義
（
尾
崎
）
弟

分
3
1
秒
　
③
吉
田
光
媛
（
尾
崎
）

2
7
分
5
7
秒
　
④
村
田
正
実
（
木
宰
）

⑤
高
崎
正
和
（
尾
崎
）
　
松
井
髭

（尾崎）

団
体
高
年
の
部

①
尾
崎
　
②
不
守
　
⑤
鬼
緑

園
体
格
妓
　
①
宋
守
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晒
和
三
十
八
年
度
国
民
健
康
保
険

槌
康
擾
良
家
寝
表
彰
実
施
さ
る

昭
和
四
十
年
成
人
祭
に

本
町
の
園
畏
縮
振
作
膜
は
、
町
民
裾

社
の
一
斑
と
し
て
間
柄
一
十
九
年
生
月

一
日
に
発
足
い
た
し
ま
し
て
渦
上
位

を
迎
え
こ
の
間
、
極
科
は
誼
の
制
限
繊

度
、
給
付
期
間
の
純
真
、
世
帯
主
の
L

割
給
付
、
助
産
塞
境
祭
質
の
増
雑
文

給
等
に
よ
り
、
国
良
緋
戚
保
険
本
来
の

使
命
に
周
っ
て
肋
間
な
発
展
を
し
て
お

り
ま
す
。

保
険
施
設
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
保

険
姉
活
動
を
主
体
と
し
て
、
特
に
病
気

の
予
防
、
家
族
許
蘭
、
乳
児
相
談
、
日

照
衛
生
等
、
広
範
間
に
詰
る
活
聾
～
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
本
年
度
も
嬢
廉
優
良
賞
庭
の
三

十
四
浩
一
岩
左
記
の
と
お
り
表
彰
い
た

し
ま
し
た
。

珊
和
三
十
八
年
腿
由
良
健
康
様
倹

健
康
炭
塵
襟
裳
杉
議
氏
名

「
十
年
間
連
続
無
事
故
象
磨

馬
落
　
葉
間
イ
チ

一
、
七
年
間
遜
緑
無
世
故
築
庭

若
松
　
丸
井
旗
一
郎

一
、
掘
和
三
上
八
年
度
一
年
間
鍵
腫

家
∴
∴
∴
庭

若
∴
松
　
（
六
名
）

原
哲
也
、
湿
田
孟
夫
、
井
上
正
典

田
原
政
翠
小
野
膝
着
工
門
、

早
川
俊
男

広
　
澱
　
（
二
名
）

市
場
文
坐
、
柴
国
力
平

島
－
津
　
（
拙
宅
）

矢
野
穂
、
汀
藻
初
音
、
江
膿
優
、

古
隆
ミ
ツ
ノ

鬼
∴
濯
　
（
三
〇

三
原
拓
、
大
関
七
、
工

法
　
木
　
（
二
名
）

瓜
佳
華
白
石
イ
サ
ミ

別
　
府
　
（
一
一
名
）

平
岡
喜
平
、
北
田
傭
次

遠
鮭
川
　
（
三
舎
）

石
松
探
、
長
狭
正
五
即
、
勝
原
息

樹
霜
∴
寡
　
（
二
名
）

筋
田
浦
隆
、
石
松
ミ
ユ
キ

花
∴
頗
　
（
二
名
）

向
井
ス
ヱ
、
石
撚
諦
俊
、
石
松
寿

臓
坐

護
台
　
（
二
名
）

富
山
俊
助
、
市
原
紹

虫
仕
津
　
（
二
名
）

毛
利
茂
、
富
野
実
大

老
　
良
　
（
一
名
）

中
村
伸
顕

尾
　
崎
　
（
一
名
）

林
ス
ミ
エ

煽
例
の
小
成
人
窮
み
左
記
の
痛
り
、

挙
行
し
ま
す
の
で
、
接
学
者
は
練
合
せ

ご
相
補
下
さ
る
よ
っ
お
欄
い
し
ま
す
。

一
、
日
時
　
昭
和
囲
十
年
一
月
十
日
目

周
信
　
小
川
　
彊
二

小
煩
原
草
江

一
二
原
∴
征
子

岩
佐
　
華
子

「
別
府
　
心
血
蜂
年

二
、
概
新
　
造
償
車
掌
紫

三
、
日
謡
　
式
典
一
〇
、

記
念
周
波

中
食
一
「
三
〇
～

二
　
c
c

蒜
剛
性
十
年
一
月
十
位
‖

成
人
の
江
宕
週
へ
る
方
々
0

島
緯
　
矢
野
　
勝
間
　
矢
野
∴
∴
靖

江
藤
　
和
俊
∴
∴
江
鵬
　
忠
、
握

壇
町

若
松

〃
‥
み
ご
と
「
銅
メ
ダ
ル
」
獲
得
〃
‥

－
迷
申
用
務
員
山
下
さ
ん
－

木－

n
月
の
町
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
Ⅱ
月
8
日
か
ら
7
日
朋
、
東
京
の

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
遡
手
札
善
事
心
に
開

催
さ
れ
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
窮
二
部
（

園
内
競
技
）
に
神
棚
虹
代
襲
撃
と
し

て
封
甥
し
た
途
中
刑
務
缶
の
山
下
岩
男

さ
ん
は
、
陸
上
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
お

い
て
見
事
第
3
位
に
入
賞
、
栄
え
あ
る

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

な
お
、
山
下
さ
ん
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
参
加
し
て
次
の
よ
う
な
感
警

語
っ
て
い
ま
し
た
。

第
一
に
感
じ
た
こ
と
は
、
身
体
瞳
薯

者
の
大
会
と
も
思
わ
れ
ぬ
明
る
さ
で
あ

っ
た
。
撃
各
自
が
身
体
の
節
薯
を
趣

越
し
て
、
実
に
の
び
の
び
と
紛
擾
に
望

み
、
大
会
の
雰
囲
気
を
非
常
に
明
る
い

も
の
に
し
た
、
こ
の
こ
と
自
体
が
参
加

浦
享
全
員
に
対
す
る
金
メ
ダ
ル
に
価
す

る
。
特
に
外
国
の
選
手
通
は
、
ほ
と
ん

ど
が
職
場
に
複
崩
し
て
お
り
、
ま
た
社

会
傑
瞳
鯛
度
が
行
き
届
い
て
い
る
関
係

か
、
生
活
も
安
定
し
随
喜
者
と
し
て
の

暗
い
面
も
な
く
、
自
己
の
瞳
薯
を
克
服

し
て
痛
禅
的
に
は
一
般
社
会
人
と
変
ら

ぬ
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
敬
子
が
選

手
村
に
於
げ
ろ
生
活
態
度
の
中
に
伺
う

こ
と
が
で
き
心
強
く
感
じ
た
。

泉
原
　
勉

花
川
∴
良
子

豊
田
美
優
子

三
谷
　
麗
雄

今
市
縦
∴
安
部
悦
子

加
療
ツ
ネ
子

葉
聞
　
直
美

和
聞
∴
幸
子

遼
質
川
　
問
中
世
津
雄

安
永
　
i
慶
正

浅
川
　
典
子

谷
口
　
昭
夫

舛
添
　
筋
子

副
聞
∴
益
光

軸
曲
集
二
子

相
即
ト
モ
子

杉
本
∴
利
子

西
野
　
充

政

善
良

今
橋
∴
祥
子

岩
見
子
細
子

案
出
∴
文
治

牧
原
ヤ
ス
子

井
口
　
発
雷

百
出
耕
治
郎

田
口
　
敏
夫

布
山
　
輝
彦

三
陳
∴
鉦
彦

宮
崎
　
政
子

安
藤
∴
闇
汁

石
松
∴
博
美

新
聞
∴
福
恵

永
相
　
好
子

木
村
ミ
ツ
ヱ

吉
野
噂
助

両
川
　
絢
子

占
擬
人
拙
技

接
木
触
太
郎

石
井
　
悦
手

北
原
　
秀
期

比
和
　
奉
公

勝
島
一
彦

独
辺
　
成
子

津
川
嚢
き
千

綿
腔
∴
正
策

多
用
　
和
子

金
井
　
腰
丈

一
曲
マ
サ
字

面
　
敏
子

森
∴
∴
発
狂

髄
瀦
∴
嫡
子

柳
井
　
幸
秀

小
川
　
洋
商

五
郎
丸
定
子

白
石
　
光
彦

禰
煩
　
筒
武

白
木
∴
賢
一

村
田
∴
筏
美

禰
聞
－
守
奉

不
出
　
幸
江

添
棚
∴
擬
成

添
聞
　
庄
平

小
松
∴
道
政

貞
未
∴
章
一

松
本
　
薄
手

松
本
∴
∴
泰

富
永
　
樽
仁

水
上
護
憲
実

業
団
　
章
子

辻
∴
∴
正
子

一
筆
I
可
　
吉
子
．
J

原
∴
　
i
遺
．
宮

古
野
伊
佐
男

1

－

－

」

　

－

－

一

一

十
∵
ぶ
．
研
一
「

華
　
三
枝
子

間
中
　
接
骨

平
出
膏
代
決

極
目
　
丈
夫

小
林
∴
寵
給

木
野
下
ヨ
カ

中
川
　
清
子

丸
山
∴
博
子

一
間
在
位
月

順
　
ミ
サ
ヲ

白
木
加
代
子

石
井
∴
航
大

矢
野
悪
寒
十

高
幡
ツ
ヤ
ー
子

葉
用
　
勝
真

松
ノ
木
　
柴
田
久
光

柴
田
　
完
治

楽
日
　
擬
古
∴
∴
讃
　
水
上
寮
埜
十

原
　
シ
ズ
子

以
上
の
方
々
で
す
が
も
し
こ
の
名
簿

に
も
れ
て
屋
る
方
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ち

町
教
裏
貴
会
に
由
損
下
さ
い
。

男
　
九
五
名
　
女
　
七
七
名

証
　
一
七
二
名
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…
今
月
は
、
固
定
資
産
税
の
第
三
期

m
　
分
納
期
で
す
。

…
⑥
納
期
限
十
二
月
二
十
一
日

…
　
※
今
月
は
、
納
期
限
が
2
1
日
で
す
の
で

冬
の
青
少
年
を
守
る
運
動
月
間

実
施
期
間

昭
和
四
十
年
遠
賀
町
消
防
団

出
初
式
挙
行
に
　
つ
　
い
　
て

遼
質
町
綱
舶
用
で
は
、
昭
和
四
十
年

の
消
防
閉
出
初
式
を
左
記
の
と
お
り
、

挙
行
し
ま
す
の
で
、
消
防
団
風
各
位
に

は
、
ご
多
忙
の
折
と
は
存
じ
ま
す
が
、

会
員
出
崩
さ
れ
る
ふ
っ
お
願
い
し
ま

す。

己

「
日
時
　
醐
和
畑
年
1
月
1
0
日午

前
9
時

「
壊
所
避
費
中
学
校
々
磨

な
お
、
当
日
は
峨
和
5
0
年
中
に
退
団

さ
れ
た
永
年
幼
続
開
員
に
対
し
、
消
防

庁
長
官
か
ら
の
賞
状
及
び
記
念
品
（
蝕

盃
）
の
授
与
式
が
行
な
わ
れ
ま
す
の
で

申
し
添
え
ま
す
。

自
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
十
日

歪
ク
∴
四
　
〇
年
一
月
十
日

一
子
主
　
唱

護
結
語
少
年
間
題
協
議
会

三
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
年
少
者
の
非
行
や
軒
敵
が
ふ
え

て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
愛
の
呼
び

か
け
を

四
、
出
　
陳

1
　
高
少
年
の
非
行
防
止

2
∴
請
少
年
の
事
故
防
止

3
　
健
全
な
余
暇
治
勢

ゆ
く
年
表
送
り
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ

の
年
末
、
年
始
に
か
け
て
は
、
社
会
の

変
幻
は
何
ん
と
な
く
、
せ
わ
し
く
な
り

瀦
付
か
な
い
状
態
が
続
く
の
で
、
帝
少

年
に
日
が
屈
か
な
く
な
り
が
ち
で
す
。

従
っ
て
粛
少
年
の
非
行
が
多
く
な
る
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。
又
一
方
こ
の
時
期

に
殆
ん
ど
の
宙
少
年
が
学
校
や
職
域
の

休
暇
を
待
て
家
庭
に
お
け
る
菊
治
を
楽

し
む
時
で
も
あ
り
、
社
会
人
と
し
て
の

豊
か
な
福
操
を
身
に
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス

で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
連
動
は
こ
の
よ
う
な
時
期
を
運

ん
で
高
少
年
が
明
る
く
す
こ
や
か
に
生

活
で
き
る
よ
う
、
家
慶
は
勿
論
関
係
楼

関
団
体
、
地
域
社
会
す
べ
て
の
人
々
の

協
力
の
も
と
に
将
少
年
の
鎚
全
市
戌
を

促
進
す
る
と
典
に
、
病
気
郊
故
非
行
な

ど
の
防
止
の
徹
底
を
期
し
生
活
指
導
の

万
全
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

ます。

昭
和
三
十
九
年
産
水
稲

共
済
掛
金
賦
課
金
の
納

入
督
促
に
つ
い
て

標
記
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
で
に
納

期
素
過
ぎ
て
屠
り
ま
す
が
、
未
納
者
が

多
数
あ
り
軍
楽
に
麦
雌
を
果
た
し
て
お

り
、
早
急
に
納
入
さ
れ
る
よ
う
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
農
担
供
米
代
金
よ
り
納
入
さ
れ

る
人
は
、
能
協
頭
倉
よ
り
徴
収
い
た
し

ま
す
の
で
会
の
猫
申
し
添
え
ま
す
。

昭
和
四
十
年
鹿
菱
細
目
の

破
纏
め
に
つ
い
て

横
線
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
般

連
続
第
三
函
三
号
に
て
取
纏
め
の
細
細

密
の
提
出
を
十
一
月
言
ま
で
と
し
て

お
り
ま
し
た
が
農
繁
期
に
て
蒔
付
が
お

く
れ
て
い
る
よ
っ
で
す
の
で
水
稲
二
反

歩
以
下
耕
作
し
て
い
る
人
で
も
麦
を
五

畝
以
上
耕
作
さ
れ
て
い
る
方
は
会
員
、

早
急
に
細
田
露
を
逃
出
さ
れ
る
よ
っ
に

お
願
い
し
ま
す
。

冬
期
に
於
け
る
水
道
管
の

凍
続
及
び
破
損
の
防
止
対

策
語
つ
い
て

冬
期
に
な
る
と
毎
年
の
将
官
i
寒
さ

の
為
、
水
道
箱
の
凍
結
及
び
破
硯
が

発
生
し
給
水
に
支
障
を
き
た
）
差
す
の

で
、
左
記
寝
顔
留
意
の
上
、
曲
教
の
未

然
防
止
に
ご
威
力
願
い
ま
す
。

己

「
凍
結
に
対
し
汲
み
肥
幸
水
の
用
意

毒
し
て
お
く
こ
と
。

一
、
夜
間
等
は
特
に
、
少
し
づ
つ
水

を
出
し
て
お
い
て
凍
結
や
防
ぐ
こ

と。

一
、
詩
の
露
出
灘
に
は
「
ポ
ロ
」
「
ナ

ウ
」
等
を
巻
き
防
護
す
る
こ
と
。

「
水
が
出
な
い
か
ち
と
い
っ
て
熱
接

を
か
け
な
い
こ
と
。

二
歳
水
巻
の
露
出
し
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
は
特
に
注
意
し
、
外
気
に

当
ら
な
い
よ
っ
防
護
す
る
こ
と
。

防
犯
灯
（
部
落
街
灯
）
を

大
事
に
守
り
ま
し
ょ
う

遠
賀
町
青
少
年
問
題
協
議
会

通
の
暗
い
所
や
、
危
険
な
場
所
に
町

や
部
落
で
街
灯
壱
つ
け
て
、
皆
さ
ん
の

便
利
安
全
を
図
り
、
又
防
犯
の
た
め
に

設
備
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
街
灯
に
対

し
て
心
な
き
「
い
た
ず
ら
」
を
し
て
堪

球
考
割
っ
た
り
、
ス
イ
ッ
チ
を
こ
わ
し

た
り
す
る
末
尾
者
が
い
る
よ
う
で
す
、

全
く
な
げ
か
わ
し
い
こ
と
で
す
。

特
に
畿
末
も
差
し
迫
り
犯
罪
の
起
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
各
秘
蕗

の
方
で
こ
の
よ
っ
な
こ
と
の
な
い
よ
う

街
灯
の
安
食
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

殊
に
子
供
の
い
た
ず
ら
が
あ
る
か
と

も
思
わ
れ
ま
す
の
で
子
を
持
つ
覿
御
方

に
お
か
れ
て
は
、
充
分
子
供
に
対
し
細

注
慈
下
さ
る
よ
っ
。

そ
し
て
「
明
る
い
町
づ
く
り
」
に
御

協
力
方
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

訂

正

と

お

詫

び

Ⅱ
月
の
町
報
に
て
、
遠
賀
町
宙
少
年

問
題
脇
婆
の
補
導
員
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
一
都
に
誤
報
と
脱
漏
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
次
の
通
り
汀
正
し
て
、

歳
　
時
　
記

1
2
月
（
師
走
）
　
花
暦
（
水
仙
）

1
日
∴
お
と
ど
の
朔
日

瀬
来
た
す
け
あ
い
襲
勅
始
ま

る映
画
の
臼

2
嬉
　
若
松
怒
見
舞
神
社
秋
季
大
祭

4
日
　
人
権
週
間
始
ま
る（

4
－
m
H
）

7
日
　
大
　
昔

1
0
日
　
世
界
人
欒
竺
請
茶
目

1
3
日
　
正
月
密
始
め

1
5
闘
　
争
瑠
郵
便
受
付
始
ま
る

織
田
　
冬
　
至

締
円
∴
皇
太
子
誕
生
日

2
5
日
　
大
正
大
豊
祭
、
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リ
ス
マ
ス

2
8
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－
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納
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1
日
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政
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み
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か
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1
月
（
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月
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（
福
寿
草
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刊
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2
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、
初
葡

3
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せ
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（
福
胴
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4
日
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ご
用
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5
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7
円
　
鬼
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∵
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暫
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ー
大
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府
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－

七
草
が
ゆ

1
0
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十
日
恵
比
須
、
町
消
防
蘭
出

初
式
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鏡
開
き
、
蔵
開
き

1
5
日
　
i
投
入
の
田
、
小
正
月


